
企
画
展 

感染症防止対策としてアクリル

板を設置し練習しています。  

                  
 

  
 

 
 

 

六
月
五
日(

土)

、
夕
鶴
の
里

語
り
部
養
成
講
座
を
開
講
い
た

し
ま
し
た
。 

昨
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
防

止
の
た
め
中
止
と
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
二
年
ぶ
り
の
養
成
講
座
を

心
待
ち
に
し
て
い
た
受
講
生
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
し
た
。 

本
講
座
に
は
、
子
ど
も
の
部
二

名
、
大
人
の
部
五
名
、
計
七
名
の

申
込
み
が
あ
り
、
開
講
式
に
は
大

人
三
名
の
受
講
生
が
出
席
し
ま

し
た
。
開
講
式
が
終
了
す
る
と
、

全
員
で
発
音
練
習
を
行
い
、
そ
の

後
各
部
屋
で
テ
キ
ス
ト
を
使
用
し

た
練
習
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 
             

 

語
り
部
養
成
講
座
は
六
月
～

七
月
の
土
曜
日(

午
後
一
時
三

十

分

～
午

後

三

時)

、
全

四

回

行
わ
れ
ま
す
。 

 

ま
た
、
七
月
十
七
日(

土)

の
閉

講

式

に
は
夕

鶴

の
里

の
舞

台

で

語
り
の
発
表
が
あ
り
ま
す
。 

 

関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
越
し

下
さ
い
。 

 

            

        

 

五
月
十
一
日
（
火
）
よ
り
、
資

料
館
三
階
で
「
手
織
り
の
ぬ
く
も

り
青
苧
の
魅
力
展
」
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
。 

青
苧
は
、
江
戸
時
代
、
直
江
兼

続
が
記
し
た
『
四
季
農
戒
書
』
に

は
正
月
に
「
女
房
は
糸
を
取
、
苧

を
ひ
ね
り
男
子
共
の
着
類
を
か
せ

ぐ
べ
し
」
と
記

載

が
あ
り
、
自

給

自
足
の
衣
服
の
原
料
で
し
た
。 

ま
た
、
米
沢
藩
の
専
売
仕
法
に

基
づ
い
て
買
い
上
げ
ら
れ
「
米
沢

苧
」
の
名
前
で
市
場
に
流
通
し
、

越
後
上
布
や
小
千
谷
縮
の
原
料

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
庶
民

生
活
に
お
い
て
は
な
か
な
か
手
の

届
か
な
い
貴
重
な
も
の
で
し
た
。 

展
示
で
は
青
苧
が
原
料
か
ら
製

品
に
な
る
ま
で
の
様
子
も
写
真
パ

ネ
ル
で
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。
展

示
は
八
月
一
日
（
日
）
ま
で
で
す
。

是
非
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

 

                                         

 

語
り
部
養
成
講
座

開
講
！ 

  
 開

講
！ 

手
織
り
の
ぬ
く
も
り 

青
荢
の
魅
力
展 

 



今
年
の
友
の
会
研
修
会
は
、
コ
ロ
ナ

感
染
症
防
止
の
た
め
、
お
昼
ま
で
の
半

日
コ
ー
ス
で
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

建
高
寺
、
薬
師
寺
、
蛙
石
な
ど
、
魅

力
あ

る

南
陽

市

内
の

名
所

を

巡
り

ま

す
！ 開

催
日
：
七
月
十
日
（
土
） 

※
尚
、
会
員
の
方
に
は
詳
細
を 

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

押し花でコースターやしおりを作ろう 

７月２４日（日）午前 10 時～ 

色とりどりの押し花を使 って、自分だけの

オリジナルコースターやしおりを作ってみま

しょう！ 

修
学
旅
行
の
皆
さ
ん
が 

夕
鶴
の
里
に
や
っ
て
き
ま
し
た 

今 年 も 花 い っ ぱ い 運 動 が 始

まり、職員でプランターに花植

えを行いました。色とりどりの

花で、皆様をお迎えしています。 

 
    

六
月
四
日
（
金
）
、
河
北
町
立

谷
地
西
部
小
学
校
の
五
、
六
年

生

が

修

学

旅

行

で

来

館

さ

れ

ま
し
た
。 

民
話
の
語
り
で
は
、
紅
花
の

産

地

か

ら

お

越

し

い

た

だ

い

た
の
で
最
初
に
「
紅
花
の
羽
衣
」

を
お
聞
き
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 

そ
の
後
、
菖
蒲
と
ヨ
モ
ギ
が
出

て
く
る
「
食
わ
ず
女
房
」
、
そ
し

て
最
後
に
伝
説
民
話
の
「
鶴
の

恩
返
し
」
を
お
聞
き
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

資
料
館
で
は
映
像
や
、
昔
の

様

子

が

分

か

る

展

示

資

料

等

を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

夕
鶴
の
里
か
ら
は
、
折
り
紙

で
折
っ
た
『
妹
背
鶴
』
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
、
河
北
町
立
谷
地
西

部
小
学
校
様
か
ら
は
、
紅
花
の

種
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

あ

い

に

く

の

雨

模

様

で

し

た
が
、
皆
さ
ん
楽
し
ん
で
帰
ら

れ
ま
し
た
。
来
年
も
是
非
来
て

下
さ
い
ね
！ 

   
        

     
 

     
  

 

 
 

         
      

  
 

 
 

     

         

六
月
二
十
日
（
日
）
、『
お
き

た
ま
語
り
部
の
会
』
交
流
会
が
、

夕

鶴

の

里

語

り

部

ホ

ー

ル

で

行
わ
れ
ま
す
。 

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
『
お
き

た
ま
語
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

が
、
昨
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
防

止

の

為

に

残

念

な

が

ら

中

止

と
な
り
ま
し
た
。 

 

今

年

は

感

染

症

防

止

対

策

を
徹
底
し
な
が
ら
、
規
模
を
縮

小

し

て

会

員

の

み

の

交

流

会

と
い
う
か
た
ち
に
な
り
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
特
別
出
演
と
し
て
、

川

西

昔

ば

な

し

の

会

の

小

林

幸
子
さ
ん
に
、
自
作
の
紙
芝
居

を
ご
披
露
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

尚
、
当
日
の
様
子
は
、
N

C

V
で
収
録
し
て
い
た
だ
き
、
後

日

放

映

さ

れ

る

予

定

で

す

の

で
、
ぜ
ひ
お
楽
し
み
下
さ
い
。 

           

     
                 

      

友
の
会
研
修
会
お
知
ら
せ 

☆
会
員
の
み
で
開
催 


